PSP 八月訪問ミーティング080713
【参加者】

中村、村上、伊藤、もとし、小川、本村、川辺

【アジェンダ】

1.スラム地域からの撤退について＜意思決定＞

2.八月渡航の内容について＜アイデア出し・意志決定＞

3.PSPの在り方について

1.スラム地域からの撤退について

【現状認識】

＜アクター＞

・カウンターパートのKSK

→3月から農業プロジェクトを始める。具体的な提案等はなし。現場の情報収集に関しても乗り気ではない。ニーズは物的支援と交流。組織的に弱く、本来は讃美歌組織のためAndrewのみ本格活動。

・母体の教会NGO

→最近新任の神父が入って組織分裂。今まで行政と結びついてプロジェクトを行ってきた。生計向上プロジェクトや農業プロジェクトも手掛ける。所謂「南のNGO」

・ライズエイジア(上田トシさん)

→JOVC、Save the childrenを経てフリーで活動する現地支援家。主に日本のドナーとスラムの子供たちを結びつけて奨学金や食糧支援を行ったり、スタツアのコーディネートをしたり、スラムの子供で民族舞踊団を作って海外公演して、ファンドレイズしたりしている。活動の透明性は極めて低い。
＜問題の所在＞

〇背景

→KSK側の自律的行動が見られていなかった。トシさん側からスラム訪問の段になって、自分を仲介に通して欲しいとの要請、ユース同士での協働の否定が入った。教会NGOが分裂し、KSKの存続が危うい。

〇要因

・KSK自体のカウンターパートとしての弱さ

・現地が農業プロジェクトを欲していない

・プロジェクトを進める上での外部環境(上田トシさんなどによる圧力)

【選択肢】

・事業を継続する

→KSKのリーダー育成、組織構築、モチベーションアップを行う必要があり。

→現地に入れればワークショップ、無理ならプロジェクトカタログ方式をとれる。

・撤退する

→Andrewとトシさんに議論の流れと撤退基準を伝え、事業を中止する。その後機会があれば戻ることも考えるが、現時点でPSPとしての今後の計画には入らない。

2.八月渡航の内容について

【訪問の目的】

・ボトランでのプロジェクト立ち上げ＜確定＞
・他のプロジェクトサイトを巡って、途上国におけるプロジェクトの勉強

・またまた新たなカウンターパート探し

→二点目についてはGLM経由で可能。三点目についてはUPやPRRMユースなどか。

【訪問の期間】

・八月上旬＜決定＞

→具体的には？

・渡航形態

→全員で行って帰るか、バラバラ解散とかにするか？

【訪問の準備】

＜ボトラン＞

・現地コーディネートを合原さん、galengにお願いする

→どの期間で誰と何をやりたいのかを明確にする。

・安全管理を徹底させる

→合原さんからボトランの生活情報を提供してもらう。「NGOフィールドスタッフのための健康/安全ハンドブック」を外務省からとり寄せる。その他安全対策マニュアルをNGOのHPや書籍から集めて勉強する。

＜その他の訪問＞

・場所の選定

→見たいモノを明確化し、GLM側に伝える。北部農村ではGLM直営のサイトもある。

・日程調整

→埋められる日は見学・訪問などで埋めて、それ以外は休暇。

＜全体＞

・ロジスティックス

→航空券予約、現地宿泊場所や移動手段なども必要な分に関しては予約する。

・お楽しみ

→空いている時間にやりたい事を考えておく。

3.PSPの在り方について

・今後の活動は何をしていくのか？

・提供できるメリットは何か？
